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今日の講義をもとに、「災害時にリーダーシップをとる」ために、①まず、
1年後を目標として、『何に』取り組んでいきたいですか？　
また、②そのために、明日から具体的に『何から』始めますか？
「A：振り返りチェックシート」を参考に、①と②について検討し、枠の中にお書きください。
組織名　　　　　　　　　　氏名
	
	


① 私は「災害時にリーダーシップをとる」ために、まず、この１年間で、
	

	


に取り組んでいきます。
② そのために明日から、
	


を始めます。
⑤ 避難所運営体制づくり（テキストP47～P50）





活動のヒント





□ 避難所の施設管理者・自治体・住民が顔を合わせ話し合える「体制づくり」�（例えば、学校・自治体・自主防災組織で構成する「避難所運営委員会」の設置）


□ 自分の地域の「避難所開設・運営マニュアル」を作成する


□ 関係者と一緒に「避難所開設・運営訓練」を実施する





問）災害時に混乱なく避難所を開設・運営できますか？		　 はい ／ いいえ 





いいえ


の場合





活動のヒント





□ 炊き出し訓練


□ 避難所運営ゲーム（HUG）


□ 避難所開設・運営訓練


□ 避難所体験宿泊訓練


□ 防災運動会

















□ 安否確認訓練


□ 初期消火訓練


□ 救助・救急訓練


□ 避難訓練


□ 本部運営訓練


□ 総合防災訓練





□ 防災まち歩き


□ 防災ウォークラリー


□ まちなか訓練


□ クロスロード（問題検討）


□ 災害図上訓練DIG





活動のヒント





いいえ


の場合





□ 土地勘のないボランティアにも利用できるように、「地域の情報を整理」する


□ 地域の「災害ボランティアセンター設置訓練」に参加する


□ 災害時にお手伝いしてもらえる相手を知り、「関係をつくる」


□ 相互に支援し合える地域をみつけ、「関係をつくる」





⑧ 受援力の強化（テキストP60～P64）





問）いざというときに助けてもらえる体制づくりを進めていますか？	　 はい ／ いいえ 





活動のヒント





□ お住いの自治体の災害時要援護者への「支援方針」について知る


□ 自治体をはじめとする関係者と話し合い、「要援護者の支援体制」をつくる


□ 地域の「要援護者を把握」する


□ 要援護者の「名簿」を作成する


□ 要援護者一人ひとりを「戸別訪問」し、詳細情報を把握する


□ 名簿の「共有方法」を決める


□ 要援護者の「安否確認方法」や「地域での見守り方法」を決める


□ それぞれの要援護者の「避難を支援する担当者」や「支援方法」を計画する


□ 要援護者の「避難支援訓練」を実施する





いいえ


の場合





問）災害時要援護者への支援体制づくりに取り組んでいますか？	　 はい ／ いいえ 





⑥ 災害時要援護者支援体制づくり（テキストP51～P55）





③ 情報収集・伝達のしくみづくり（テキストP36～P39）





活動のヒント





□ 災害時の「安否確認ルール」や「情報連絡ルール」を作る


□「情報伝達のための手段」を準備し、操作方法を習得する


□「防災マップ」や「住宅地図」、「住民名簿」などを準備する


□「安否確認訓練」や「情報収集・伝達訓練」を実施する





問）災害時に、地域の被害情報を迅速に収集・伝達できますか？	　 はい ／ いいえ 





いいえ


の場合





② 自助の推進（テキストP32～P35）





活動のヒント





□ 地域の住民がどの程度、自助に取り組んでいるか知る


□ 地域の住民が自助に取り組むため、地域の防災組織としてどのような支援ができるか検討する


□ 地域の防災組織として、自助を推進するための取り組みを実施する





いいえ


の場合





問）自助を推進するための取り組みを行っていますか？		　 はい ／ いいえ 





活動のヒント





□ 自治体の人から、災害に関する基礎知識を学ぶ「防災出前講座」を行う


□「ハザードマップ」を使って、想定されている被害を確認する


□「過去に発生した災害」について地域の人に聞き取りし、地図上に整理する


□ 住民参加による「防災まち歩き」を行って、災害時の危険箇所を確認し、わが町の「防災マップ」を作成する





いいえ


の場合





問）災害時の、地域の被害状況をイメージできますか？　		　 はい ／ いいえ 





① 住んでいる地域の理解（テキストP29～P31）





□ テキストP57を参考に、地域にどのような関係機関があるのかを知る


□ 関係機関に連絡をとり、どのような活動を行っているか伺うとともに、連携について話し合う


□ 関係機関と連携して、防災活動を実施する





活動のヒント





いいえ


の場合





⑦ 関係機関との連携（テキストP56～P59）





問）関係機関と連携を図って、活動していますか？		　 はい ／ いいえ 





使い方





まず、以下の①～⑧の設問に、はい／いいえ　で答えてください。


回答が「いいえ」や「している」の場合は、「活動のヒント」に進み、リストの中�から「やりたい取り組み」や「やれそうな取り組み」にチェックを付けてください。














している


の場合








④ 防災訓練やイベントの実施（テキストP40～P46）





問）「防災訓練」はマンネリ化していませんか？　		　 していない ／ している 





地域防災リーダー　6つのコツ（テキストP15～P26）





リーダーという立場を最大限利用しよう！


楽しく活動しよう！


仲間を作ろう！（3人程度の協力者）


地域住民とコミュニケーションを図ろう！


地域防災に参加する人を育てよう！


役割を分担しよう！





B





に進んでください





シート





A





「地域防災リーダー入門」講座


振り返りチェックシート





「地域防災リーダー入門」講座


明日からの取り組みシート





B








